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◆ 解 説

まず最初に，「要員」の一般的な定義と認証の対象となる「要員」の定義

（ISO/IEC 17024による）”を学び，両者の相違点を理解する。

◆ 参考資料

1） 新村 出 編，広辞苑（第6版），岩波書店，2009．

2） The New Oxford Dictionary of English

3） ISO/IEC 17024:2003 Conformity assessment – General requirements 

for bodies operating certification of persons

→（翻訳規格） JIS Q 17024:2004 適合性評価－要員の認証を実施

する機関に対する一般要求事項
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◆ 解 説

次に，認証の対象となる要員の具体例を学ぶ。ここで，要員とその要因に必要

とされる「力量」とは必須の関係にある。「力量」の定義については次頁で学習す

る。
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◆ 解 説

前頁の「要員」の定義で用いられた「力量」について，要員認証機関への要求

事項であるISO/IEC 17024による定義をここで理解する。力量としては，

1） 知識

2) 技能

3） 個人的特質

が大きな柱であり，ISO/IEC 17024ではこのような能力が「実証されている」ことが

ポイントとなっている。

◆ 参考資料

1） ISO/IEC 17024:2003 Conformity assessment – General requirements 

for bodies operating certification of persons

→（翻訳規格） JIS Q 17024:2004 適合性評価－要員の認証を実施

する機関に対する一般要求事項
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◆ 解 説

「力量」の3本柱についてより詳細な概念をここでは理解する。

◆ 参考資料

1） ライル・M. スペンサー ，シグネ・M. スペンサー ，梅津祐良 他 訳；コン

ピテンシー・マネジメントの展開，生産性出版，2001．
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◆ 解 説

力量は，表層，中間，中核の3つの階層に区分され，次の評価へのつながりを

理解する。

◆ 参考資料

1） ライル・M. スペンサー ，シグネ・M. スペンサー ，梅津祐良 他 訳；コン

ピテンシー・マネジメントの展開，生産性出版，2001．
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◆ 解 説

ここでは，力量の3つの階層に関しての評価について学ぶ。

◆ 参考資料

1） ライル・M. スペンサー ，シグネ・M. スペンサー ，梅津祐良 他 訳；コン

ピテンシー・マネジメントの展開，生産性出版，2001．
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◆ 解 説

ここでは，「要員」と「力量」とは必須の関係であり，適合性評価においては，信

頼性向上のため「要員」の認証が必要となることを理解する。
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◆ 解 説

ここでは要員認証の中で，評価方法が種々あり得ること，また，要員認証では，

初回だけでなく，力量が維持されていることの確認が必要であることを理解する。
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◆ 解 説

ここではマネジメントシステム適合性評価制度の中で，要員認証機関の位置付

けを理解する。

◆ 参考資料

1） ISO/IEC 17011:2004 Conformity assessment - General requirements for 
accreditation bodies accrediting conformity assessment bodies

→（翻訳規格） JIS Q 17011:2005 適合性評価－適合性評価機関の認定
を行う機関に対する一般要求事項

2） ISO/IEC 17021:2006 Conformity assessment - Requirements for bodies 
providing audit and certification of management systems

→（翻訳規格） JIS Q 17021:2007 適合性評価－マネジメントシステムの
審査及び認証を行う機関に対する要求事項

3） ISO/IEC 17024:2003 Conformity assessment - General requirements for 
bodies operating certification of persons

→（翻訳規格） JIS Q 17024:2004 適合性評価－要員の認証を実施する
機関に対する一般要求事項
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◆ 解 説

ここでは要員認証機関への要求事項を規定したISO/IE C17024及びその基礎

となったEN 45013制定の経緯を理解する。このような規格は，欧州統合の理念

からスタートした。

◆ 参考資料

1） EN45013:1989 General criteria for certification bodies operating 

certification of personnel

2） ISO/IEC 17024:2003 Conformity assessment - General requirements for 
bodies operating certification of persons

→（翻訳規格） JIS Q 17024:2004 適合性評価－要員の認証を実施する
機関に対する一般要求事項
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◆ 解 説

ここではISO/IEC 17024の概要について理解する。特に，以下の点について

留意する。

・ 力量の評価 → ここでは試験（examination）が大きなポイントである。

・ さらに，機関の組織構造に関しても規定していることに注目する。

・ 要員の評価・認証と研修は独立していることが必要である。
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◆ 解 説

ここでは，国内でのマネジメントシステム（MS）審査員の要員認証機関（3機関，4セクター）の具
体例を理解する。それぞれの組織の詳細については，下記のWebサイトより詳細を調べることが
できる。

・一般財団法人 日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）

http://www.jipdec.or.jp/index.html

・公益財団法人 日本適合性認定協会（JAB）

http://www.jab.or.jp/

・財団法人 日本規格協会 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ審査員評価登録ｾﾝﾀｰ（JRCA）

http://www.jsa.or.jp/jrca/default.asp

・社団法人 産業環境管理協会

http://www.jemai.or.jp/JEMAI_DYNAMIC/index.cfm

・財団法人 食品産業センター

http://www.shokusan.or.jp/index.php

◆ 参考資料

1） ISO/IEC 27001:2005 Information technology - Security techniques - Information 

security management systems - Requirements 

→（翻訳規格） JIS Q 27001:2006 情報技術―セキュリティ技術―情報セキュリティ

マネジメントシステム―要求事項

2） ISO 22000:2005 Food safety management systems -- Requirements for any 

organization in the food chain（食品安全マネジメントシステム－フードチェーンのあらゆ

る組織に対する要求事項）
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◆ 解 説

ここでは，認定機関，要員認証機関，研修機関，及び研修生の関係に

ついて学ぶ。要員認証機関が研修コースを承認するスキームとなっている。
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◆ 解 説

ここではJRCAで評価･登録を実施している品質マネジメントシステム（QMS）審

査員の力量について紹介する。資格基準の詳細については下記の参考資料を

参照されたい。

◆参考資料

1） （財）日本規格協会 マネジメントシステム審査員評価登録センター

〔JRCA〕；品質マネジメントシステム審査員（コンピテンス）の資格基準

〔文書番号：JRCA AQ100-改定4 版〕，2010．（下記URLよりダウンロード

が可能）

→ http://www.jsa.or.jp/jrca/qms-pdf/jrca-aq-100.pdf



18

◆ 解 説

ここでは品質マネジメントシステム（QMS）審査員を評価する上で，どのような局

面でどのような評価をしているかを学ぶ。要員認証機関の評価では，「最初の評

価」と「継続的評価」の二つの大きな局面がある。
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◆ 解 説

前頁で審査員の「評価」には，「最初の評価」と「継続的評価」の二つがあること

を学習したが，ここではそれぞれの評価の具体的な事例を学ぶ。

◆参考資料

1） （財）日本規格協会 マネジメントシステム審査員評価登録センター

〔JRCA〕；品質マネジメントシステム審査員（コンピテンス）の資格基準

〔文書番号：JRCA AQ100-改定4 版〕，2010．（下記URLよりダウンロード

が可能）

→ http://www.jsa.or.jp/jrca/qms-pdf/jrca-aq-100.pdf
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◆ 解 説

ここではマネジメントシステム（MS）審査員の要員認証機関が抱える課題につ

いて学ぶ。すなわち，要員認証機関の取り扱い（位置付け）が国ごとに異なるこ

と，また，国際整合性の観点からも課題があることを提示している。演習課題Bで，

具体的な問題点を考察・提示していただきたい。
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◆ 解 説（ヒント）

力量の要素である

1 個人的特質

2 知識

3 技能

の3つの観点（スライドp.7参照）から，上記に示す方法の長所，短所を述べる。そ

の際，評価のパフォーマンスのみでなく，時間やコストといった要素も加味し，自

由な考察を期待する。
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◆ 解 説（ヒント）

ISO/IEC 17021では，認証機関が要員（審査員を含む）の力量を担保する必

要がある。一方，ISO/IEC 17024で認定された要員認証機関でも審査員の力量

を評価し登録している。同じマネジメントシステム（MS）適合性評価制度の中で，

審査員の力量に関し，二つのスキームがあり，独自に機能している。二つのス

キームが相互に活用されることが期待されている。
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